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黒部川で近年顕在化している治水上の課題

課題④ 流下能力の不足
河口部、愛本堰堤上流区間で現行河川整備計画の河道配分流量（5,200m3/s）に対して
流下能力が不足。また一部区間で堤防断面が計画断面に対して不足。

黒部川では近年において、下記の治水上の課題が顕在化している。

流
下
能
力
不
足

課題① 河道状況の変化に伴う堤防決壊リスクの増大
堤防決壊時の氾濫影響が大きい７ｋ付近より上流の複断面区間では、近年において、
みお筋の固定化と比高差拡大、流路幅・砂州波長の縮小により、局所洗掘と河岸侵食
が進行し、堤防決壊リスクが高まっている。

課題② 扇頂部の適切な維持管理
黒部川扇頂部の重要施設である愛本堰堤、愛本床止めの適切な維持管理が必要

課題③ 霞堤の機能確保
河道の変化に伴う霞堤の機能低下が懸念

• 最新の河道状況を踏まえ、洗掘、侵食による堤防決壊リスクが生じる複数の流量規模※に応
じた急流河川対策の実施が必要

※平均年最大流量、低水路満杯流量、現行整備計画河道配分流量、計画高水流量
• 近年には、発生頻度の高い平均年最大流量程度、加えて洪水継続時間が長時間となる洪水

（平成29年7月洪水）による被災も発生

• 平成23年6月洪水（愛本ピーク流量973m3/s）で愛本床止め護床工が被災

• 低水路内の比高差拡大により霞堤に洪水流が流入しづらくなり、洪水の減勢機能、遊水機能
が低下

• 霞堤の延長不足、部分的に堤防高が低い箇所による洪水時の浸水リスク有

急
流
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川
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の
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低水路内で比高差拡大、
流路幅が縮小

黒部川では平成7、8、10年に観測流量2,000㎥/s程度の洪水が発生しているが、以降現在に至るまで、同規模若しくはそれ以上の流量
を観測した洪水は発生しておらず、河道の変化が生じにくい状況が継続している。
これにより、7k付近より下流区間では複列砂州形態が維持され、流路幅が確保されているものの、7k付近より上流区間では低水路のみ
お筋の固定化と深掘れ、砂州とみお筋の比高差の拡大、流路幅と砂州波長の縮小が生じている。

治水上の課題① 河道状況の変化に伴う堤防決壊リスクの増大 みお筋固定化、比高差拡大、流路幅縮小

7k～愛本地点間の河道変化(図2-1) 愛本地点年最大流量(図2-2)

流路幅と横断形状の経年変化(図2-4)

8.2k付近の澪筋(図2-3)

権
蔵
橋

澪筋が固定化し河岸に対して直角方向の流れが発生

整備計画目標流量 5,200m3/s

平均年最大流量 1,141m3/s
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澪筋が固定化し同じ
箇所に流れが集中
することにより洗掘
が進行

低水路満杯流量（2,000㎥/s）
平均年最大流量 1,141㎥/s

整備計画目標流量 5,200㎥/s
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治水上の課題① 河道状況の変化に伴う堤防決壊リスクの増大 小規模洪水による被災の発生

黒部川では、みお筋や砂州の固定化により、平均年最大流量1,141m3/sを下回る700m3/s程度の洪水でも、急流河川特有の流水のエネ
ルギーにより河岸侵食や護岸の被災が生じている。
加えて近年洪水では、ピーク流量1,000m3/s～2,000m3/s規模の出水において洪水継続時間の長時間化傾向が見られ、平成29年7月洪
水 (約1,200m3/s)では、水防団待機流量(550㎥/s)を超える流量が5日間継続し、河岸侵食や護岸の被災が発生しており、発生頻度が高
い小規模かつ洪水継続時間の長い洪水による被災リスクへの対応が急務となっている。

愛本地点550m3/s以上継続時間（図3-2）
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水防団待機流量（550m3/s）を越える流量が5日間継続
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S44.8洪水の継続時間
（戦後最大洪水）

H29.7洪水の
継続時間

H29.7洪水

H7.7洪水

H9.7洪水

H8.6洪水

S44.8洪水

S27.7洪水

S32.7洪水
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S36.7洪水

700m3/s

H8.6洪水

H10.7洪水

H29.7洪水

H18.7洪水

H15.6洪水

H19.6洪水

H17.6洪水
H23.6洪水 H25.6洪水

出水規模と被災箇所数（災害申請箇所数）（図3-1）

H29.7洪水のハイドログラフ

L7.4k

R10.2k R13.0k

R16.2k

7.8k

約18mの河岸侵食が発生
ブロック投入による応急復旧を実施

河道中央付近で約4mの局所洗掘が発生 約69mの河岸侵食が発生

約21mの河岸侵食が発生

平成29年7月洪水時の主な被災箇所（図3-3）

約18m

約69m

約21m

約4m



雨量積算図
6月30日00時～7月5日24時
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【参考資料】 既往洪水の概要 平成29年7月洪水の概要
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黒部川 愛本観測所における流量状況 宇奈月ダム上流域時間雨量 愛本流量

6月30日 7月1日 7月2日 7月3日

7/4 5:00  23.3

7/4 7:30  1,191

7月4日 7月5日 7月6日

水防団待機流量 550m/s

はん濫注意流量 700m/s

避難判断流量 2,500m/s

避難判断流量 1,600m/s

H29.7.1 4時のXRAIN

水防団待機流量（550m3/s）を越える流量が5日間継続

雨域が西から連続して襲来

黒部川流域

黒部川愛本観測所暦年最高流量
（H13年宇奈月ダム竣工以降）

順位 発生年
月日

流量
（m3/s）

備 考

1 H17年 7月12日 1,627 梅雨前線

2 H25年 6月19日 1,281 梅雨前線

3 H29年 7月1日 1,191 梅雨前線

4 H25年 8月23日 974 前 線

今回の雨量は、富山地方気象台のアメダス統計開始以降の

最大日雨量は３番目に多い雨量であった。

（期間：6月30日00時～7月5日24時）単位（mm）

地点 今回（H29.7.1） これまでの最大 統計開始

宇奈月 205.5（3位） 260（S60.7.8） S59

気象台アメダス日雨量（過去との比較）

平成２９年７月洪水では、６月３０日から７月５日にかけて、梅雨前線が北陸付近に停滞し、前線に向かって暖かく湿った空気が流れ
込んだ影響により大気の状態が不安定となり、黒部川流域では断続的に非常に激しい雨となり、宇奈月地点のアメダス日雨量では統計
開始以降３番目に多い雨量となる２０５.５mm(7月1日)を観測した。
降雨に伴い黒部川では洪水が発生し、基準地点愛本で最大1,191㎥ /ｓ(宇奈月ダム完成以降第３位)の流量を観測した。また、雨が断続
的に降り続いた結果、水防団待機流量(５５０㎥/s)を約５日間超過する等、洪水継続時間の長い特徴的な洪水となった。

平成29年7月洪水 (図4-1)

【主要洪水での2日雨量】
S44.8 ：408mm/2日
H 7.7 ：429mm/2日

黒部川



平成29年7月洪水と同様の小規模流量かつ継続時間が長い洪水が発生した場合における平面二次元河床変動
シミュレーションを実施した結果、7kより上流では河岸際に流れが長時間集中するため、河岸際の洗掘・
侵食が進行することを確認。

【参考資料】河道状況の変化に伴う堤防決壊リスクの増大 継続時間の長い小規模洪水による安全度評価

：縦工
：低水路河岸ライン

ピーク流量流下時の流速ベクトル図

洪水中の最大洗掘深

平均年最大流量時には洪水流が川底の形状を受けて蛇行するため、河岸際に洗掘・侵食の力が強く作用

洪水継続時間の長い洪水により河岸際の洗掘が進行し、安全度が低下する

左岸7.4～7.6

右岸9.6k

右岸8.2k

左岸10.2k～10.4k

平成29年7月出水波形（ピーク流量1,191m3/s）の平面二次元河床変動解析結果(図5-1)

右岸8.8k

5



河道の二極化が進行した現況河道において、低水路満杯流量（2,000㎥/s）流下時における平面二次元河床
変動シミュレーションを実施。その結果、河岸防護工（縦工）未整備箇所が新たに水衝部となり洗掘が発生
する結果となった。

【参考資料】河道状況の変化に伴う堤防決壊リスクの増大 低水路満杯流量規模の洪水による安全度評価

縦工の未整備箇所で4m/s以上の流速が発生

左岸7.0～7.6k
左岸8.8k 左岸10.2～10.4k

右岸9.6k
右岸8.2k

洪水中に河岸際の洗掘が進行するため、上記箇所で安全度が低下する
※対策箇所は、霞堤区間、堤内地盤高が高い箇所は除く

：縦工
：低水路河岸ライン

2,000m3/s流下時の平面二次元河床変動解析結果(図6-1)

ピーク流量流下時の流速ベクトル図

洪水中の最大洗掘深

6



黒部川の扇頂部に位置する愛本堰堤（富山県）、愛本床止め（国）は、黒部川の河川管理（みお筋を含む河道管理）を行う上で極めて重要な構
造物である。
平成23年6月出水（愛本地点ピーク流量973m3/s）により床止め護床工が被災。下流河道の河床低下に伴う護床工ブロック（60ｔ）間の砂礫の
抜け出しにより、下流側の護床工ブロックで沈下が発生。砂礫の抜け出しが上流側へ拡大し、空洞化した護床工ブロックに洪水が作用したこと
で急激な沈下が発生したものと推定される。
現行河川整備基本方針の計画高水流量（6,500m3/s）流下時の愛本堰堤における対策の必要有無、及び今後の気候変動を考慮した基本方針の変
更を踏まえ、維持管理の在り方を含めた計画流量への対応について検討を行っていく必要がある。

治水上の課題② 扇頂部の適切な維持管理

護床ブロック

澪筋の形成

13.2k

No.0 No.EP

護床ブロック

①
下流河道の河床低下に
伴い、洪水時の段落ち流
れが発生

平成23年6月出水
護床工ブロック間の砂礫
の抜け出しが上流に拡大

②

③

H22には床止工下流の河
道中央付近での洗掘の
進行に伴い、床止工下流
端での落差が拡大

洪水時の段落ち流れの
傾向が強化され、河床の
洗掘が進行し、下流から
護床ブロックの沈下・流
失が生じた

ブロックの沈下・流出

河床低下

項目 諸元

受益面積
7,523ha
（右岸：5,192ha，左岸2,331ha）

最大取水量
75.4m3/s
（右岸：51.8m3/s，左岸23.6m3/s）

堰幅 101.0m

洪水吐ゲート 高さ3.0～3.5m，幅37.0m×2門

土砂吐ゲート 高さ4.2m，幅10.0m×1門

階段式魚道 幅4.0m，長さ47.6m，勾配1/10

上下流エプロン 厚さ2.0～2.5m

設計流量 6,000m3/s

現在

7

愛本床止め護床工の被災（平成23年6月出水）(図7-1)

愛本堰堤（富山県）の概要(図7-3)

被災メカニズムの推定(図7-2)
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治水上の課題③ 霞堤機能の確保

黒部川には、左岸7地点、右岸7地点の合計14の霞堤が存在しており、氾濫水を河道に戻す機能、遊水効果、二線堤、内水及び支川排
水などの機能を有している。急流河川である黒部川では特に氾濫水を河道に戻す効果や二線堤としての機能が期待される。
現存する霞堤について整備計画流量以上の洪水に対して氾濫流の河川への還元機能を評価した結果、ほとんどの霞堤で氾濫流の河川へ
の還元等の機能を有していることを確認された。
一部の霞堤では延長や高さの不足により、開口部から氾濫の発生、氾濫発生時に二線堤機能が発揮されない等の課題があるため、堤防
の延伸や嵩上げなどの対策が必要となる。
現在、霞堤が有する機能を悪化させないよう引き続き霞堤を保全する施策を進める必要があると同時に、開口部付近の河道の深掘れな
どに冠水状況が変化した場合、霞堤の機能低下が懸念されるため、適切な河道管理が必要である。

氾濫流の還元 ：無
開口部からの氾濫：無

氾濫流の還元 ：無
開口部からの氾濫：無

氾濫流の還元 ：無
開口部からの氾濫：有

氾濫流の還元 ：有
開口部からの氾濫：無

氾濫流の還元 ：有
開口部からの氾濫：無

氾濫流の還元 ：無
開口部からの氾濫：無

氾濫流の還元 ：有
開口部からの氾濫：無

氾濫流の還元 ：有
開口部からの氾濫：無

氾濫流の還元 ：有
開口部からの氾濫：無

氾濫流の還元 ：有
開口部からの氾濫：無

氾濫流の還元 ：有
開口部からの氾濫：無

氾濫流の還元 ：無
開口部からの氾濫：有

氾濫流の還元 ：無
開口部からの氾濫：有

氾濫流の還元 ：無
開口部からの氾濫：無
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黒部川：7.800km

H07

H18

R04

深掘れが進行

深掘れが進行

①氾濫水を河道に戻す機能：破堤の際、氾濫水を本川

に戻す効果を発揮

②二線堤としての機能：

本堤が破堤した場合、

氾濫水の拡大を防止

④遊水効果：開口部から一時的に洪水を

遊水させる

③内水及び支川排水：開口部に入る支川の排水

や内水排除を行うもの

霞堤の機能(図8-1)

霞堤開口部付近の河道形状変化(図8-3)霞堤の機能(図8-2)

対策必要箇所

凡 例



▽HWL

【凡 例】

現行整備計画の河道配分流量（5,200m3/s）に対して河積※や堤防断面(幅・高さ)不足により、河口を含む下流の一部（0.0～1.4k、
3.4～4.6k）、上流の一部（15.6～16.6k、18.8～19.0k）の区間で流下能力が不足している。
また堤防については、整備必要区間のうち計画断面堤防は約83％（R4年(2022年)度末）を占めており、本川堤防の未整備区間は、現
行整備計画で位置づけられている上飯野地区（右岸5.2k付近）、愛本地区（左岸13.2k付近）、及び音沢（おとざわ）地区（右岸
16.2k付近）、宇奈月地区（左岸18.8k付近）となっている。

治水上の課題④ 流下能力の不足

9

河積不足並びに堤防断面不足箇所位置図(図9-1)

愛本地点

宇奈月ダム

河積不足（0.0k～1.4k）

河積不足（3.4k～4.6k）

河積不足（15.6k～16.6k）

河積不足（18.8k～19.0k）

堤防断面不足（右岸5.2k）

堤防断面不足（左岸13.2k）

堤防断面不足（右岸16.2k）

堤防断面不足（右岸16.2k）

黒部市

入善町

黒部川

河 積 不 足 箇 所 ：

堤防断面不足箇所 ：

※河積：洪水を安全に流下させる事が出来る断面積

イメージ図

河積
堤防

堤防

計画の堤防断面
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黒部川で近年顕在化している河川環境上の課題

課題② 外来種の分布
外来植物群落の拡大が懸念

• 新たな外来生物が確認されている
• 全体では外来植物群落の分布面積は横ばいであるが、一部で分布の拡大が見られる

河
川
環
境
上
の
課
題

課題① 攪乱頻度の減少による植生の分布範囲の拡大
みお筋の固定化、比高差の拡大により、植生の分布範囲が拡大、礫河原が減少

• みお筋の固定化と比高差拡大等により植生の分布範囲が拡大
• 急流河川特有の攪乱と再生が繰り返される河川環境において変化が見られる



・砂州の固定化
・樹林化の進行
・局所洗掘
・縦工間の側岸侵食

・砂州の固定化
・樹林化の進行
・局所洗掘
・縦工間の側岸侵食

堆積傾向堆積傾向

粗粒径土砂
の堆積
粗粒径土砂
の堆積

【課題】
海岸侵食
■海岸侵食の抑制、砂浜の
保全回復

【要因】
■上流からの土砂供給量の減少（砂・礫分）
■海底谷への土砂流出

【必要な対策】
■河川領域からの供給
土砂量の増加

海岸領域

【課題①】
河床低下による影響
■構造物の被災の懸念
■二極化による樹林化の進行

【必要な対策】
適切な土砂供給
■土砂供給の回復
■土砂堆積箇所の流下促進

【要因】
■ダム領域からの土砂供給量の減少
■河床を形成する石分の減少
■勾配変化点での礫分の堆積

河川領域

【課題】
宇奈月ダムの堆砂
■土砂堆積による将来的な貯
水容量への影響

ダム領域

【要因】
■連携排砂時の掃流力の不足

【必要な対策】
粗粒土砂の堆積軽減
■連携排砂の操作運用の改善。

■宇奈月ダム貯水池内での
土砂移動等による堆砂軽減。

海岸領域

ダム領域

・海底谷へ
の土砂流出

・海岸侵食

・海底谷へ
の土砂流出

・海岸侵食

流域界

堆積
傾向
堆積
傾向

【課題②】
河床上昇による影響
■堆積箇所での流下能力の不足

【ダムと河川領域の関連】
ダムの建設に伴い、ダム領域から河川領域への礫分・石
分の供給量が減少し、河川領域の河床低下が進行

【河川と海岸領域の関連】
河川領域からの土砂供給量が減少し海岸侵食が進行

黒部川流域における土砂に関する課題

黒部川流域は上流域に多くの崩壊地を有し、その豊富な生産土砂によって形成された河川である。従って流域における治水面・環境面
共に土砂動態は密接に関わっており、土砂の動きを踏まえた適切な河道管理が必要である。
現状では、ダム貯水池の堆砂、それに伴う供給土砂量の減少による河床低下・海岸侵食など土砂動態に関わる課題が各領域で発生。
各領域での課題解決に向けて、流域の土砂収支を明らかにする為の検討を進める必要がある。

河川領域

砂防領域

【課題】
大規模出水時に大量の土砂が流出
する恐れがある。

【必要な対策】
砂防設備の整備

各領域での課題（図14-1）
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黒部川で近年顕在化している課題のまとめ

課題① 河道状況の変化に伴う堤防決壊リスクの増大
堤防決壊時の氾濫影響が大きい７ｋ付近より上流の複断面区間では、近年において、みお筋の固定化と比高差
拡大、流路幅・砂州波長の縮小により、局所洗掘と河岸侵食が進行し、堤防決壊リスクが高まっている。

課題② 扇頂部の適切な維持管理
黒部川扇頂部の重要施設である愛本堰堤、愛本床止めの適切な維持管理が必要

課題③ 霞堤の機能確保
河道の変化に伴う霞堤の機能低下が懸念

課題④ 流下能力の不足
河口部、愛本堰堤上流区間で現行河川整備計画の河道配分流量（5,200m3/s）に対して流下能力が不足。また一
部区間で堤防断面が計画断面に対して不足。

治水上の課題に対応するため、最新の河道を踏まえ、氾濫影響の大きい7ｋ付近より上流での急流河川対策、
霞堤機能を保全するための対策を追加する必要が有る。また、引き続き現行整備計画の河道配分流量（5,200
㎥/s）を安全に流下させるための整備が必要。

課題① 攪乱頻度の減少による植生の分布範囲の拡大
みお筋の固定化、比高差の拡大により、植生の分布範囲が拡大、礫河原が減少

課題② 外来種の分布
外来植物群落の拡大が懸念

環境上の課題に対応するため、治水対策と合わせて河川環境の保全・創出に積極的に取り組むことが必要。

土砂動態に関わる課題に対応するため、流域の土砂収支を明らかにする為の検討を進める必要。

上記より、黒部川では近年顕在化している課題に対し各種対策を位置付け、
対応する必要がある為、河川整備計画を変更する必要がある。

まとめ

治
水
上
の
課
題

環
境
上
の
課
題

土
砂
の
課
題

課題① 土砂動態に関わる課題が各領域で発生
ダム貯水池の堆砂、それに伴う供給土砂量の減少による河床低下・海岸侵食など


